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銅スクラップ1.8万㌧に回復
廃アルミ缶は2割増

4
月
輸
出

17
年
バ
ー
ゼ
ル
法
施
行
状
況

輸
出
、過
去
最
高
24
万
9000
㌧

輸
出
、過
去
最
高
24
万
9000
㌧

ア
ル
ミ
地
金
4
月
輸
入
微
減
合
金
は
4
％
増

ものづくり
白 書

人
手
不
足
の
対
策
紹
介

17
年
度
ア
ー
レ
ス
テ
ィ
な
ど

廃バッテリー

対
韓
輸
出
4
月
7725
㌧
に
増

免
許
切
れ
迫
り
駆
け
込
み

銅
・
銅
合
金
出
荷
、

受
入
量
を
上
回
る

非
鉄
全
連
調
査
3
月

中国メーカー向け
銅棒圧延機受注
英プライメタルズ

ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン

本
年
も
参
加

フ
ジ
ク
ラ

開
催
告
知

開
催
告
知

来
月
15
日
に
光
材

料
・
応
用
技
術
研

光
産
業
技
術
振
興
協
会

財
務
省
が
30
日
発
表
し

た
4
月
の
貿
易
統
計
に
よ

れ
ば
、
銅
ス
ク
ラ
ッ
プ
の

輸
出
量
が
1
万
8
0
9
3

㌧
と
、
今
年
に
入
り
最
も

高
い
水
準
を
記
録
し
た
。

前
年
同
月
比
で
は
26
・
2

％
減
。
中
国
向
け
が
前
月

よ
り
約
18
％
増
と
回
復
し

た
こ
と
や
、
マ
レ
ー
シ
ア

向
け
が
約
2
・
6
倍
増
と

な
っ
た
。

ア
ル
ミ
缶
ス
ク
ラ
ッ
プ

の
輸
出
量
は
6
6
9
2
㌧

と
、
前
年
同
月
比
20
・
7

％
増
え
た
。
ロ
ン
ド
ン
金

属
取
引
所
（
Ｌ
Ｍ
Ｅ
）
ア

ル
ミ
相
場
が
一
時
2
0
1

1
年
8
月
以
来
の
高
値
水

準
に
急
騰
し
た
こ
と
や
、

円
安
に
振
れ
た
影
響
と
み

ら
れ
る
。
そ
の
他
ア
ル
ミ

ス
ク
ラ
ッ
プ
は
3
・
9
％

減
の
7
7
5
5
㌧
と
、
海

外
か
ら
の
引
き
合
い
は
限

定
的
だ
っ
た
。

電
気
銅
（
陰
極
銅
お
よ

び
そ
の
断
片
）
の
輸
出
量

は
、
前
年
同
月
比
17
・
7

％
増
の
4
万
4
4
9
7
㌧

だ
っ
た
。
17
年
は
年
間
を

通
じ
大
手
銅
製
錬
メ
ー
カ

ー
の
定
修
に
よ
る
生
産
調

整
が
あ
っ
た
が
、
今
年
は

16
年
並
み
に
回
復
す
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
、
輸
出
向

け
余
力
が
出
て
き
た
も
よ

う
。亜

鉛
地
金
99
・
99
％
未

満
の
輸
出
量
は
2
4
2
3

㌧
と
、
前
年
同
月
よ
り
ほ

ぼ
倍
増
し
た
。
年
初
か
ら

2
0
0
0
㌧
台
で
推
移
す

る
な
ど
、
15
年
以
来
の
高

水
準
が
続
く
。
三
井
金
属

な
ど
の
出
資
す
る
八
戸
製

錬
が
国
内
唯
一
の
供
給
基

地
に
な
っ
て
い
る
。
亜
鉛

地
金
99
・
99
％
以
上
の
輸

出
量
は
、
前
年
同
月
比
7

・
1
％
減
の
3
1
0
3
㌧

だ
っ
た
。

鉛
地
金
の
輸
出
量
は
2

カ
月
ぶ
り
に
ゼ
ロ
を
記
録

し
た
。
国
内
需
給
が
タ
イ

ト
な
た
め
、
余
剰
玉
が
少

な
い
。

環
境
省
と
経
済
産
業
省

は
29
日
、
2
0
1
7
年
の

バ
ー
ゼ
ル
法
（
特
定
有
害

廃
棄
物
等
の
輸
出
入
等
の

規
制
に
関
す
る
法
律
）
の

施
行
状
況
を
発
表
し
た
。

同
法
の
手
続
き
を
経
て
輸

出
さ
れ
た
特
定
有
害
廃
棄

物
の
総
量
は
前
年
比
20
％

増
の
24
万
9
0
0
0
㌧
と

過
去
最
高
を
更
新
。
半
分

以
上
が
鉛
蓄
電
池
（
廃
バ

ッ
テ
リ
ー
）
だ
っ
た
。
一

方
の
輸
入
は
32
％
減
の
2

万
㌧
と
、
2
年
連
続
で
減

少
し
た
。

輸
出
件
数
は
1
9
6
件

多
い
1
2
0
3
件
。
こ
の

う
ち
約
1
0
7
0
件
を
廃

バ
ッ
テ
リ
ー
が
占
め
た
。

重
量
ベ
ー
ス
で
は
廃
バ
ッ

テ
リ
ー
が
約
13
万
㌧
と
52

％
を
占
め
、
そ
の
向
け
先

は
全
量
が
韓
国
。
そ
れ
以

外
で
は
香
港
と
タ
イ
向
け

で
石
炭
灰
が
11
万
2
0
0

0
㌧
あ
り
、
電
子
部
品
ス

ク
ラ
ッ
プ
や
金
属
含
有
ス

ラ
ッ
ジ
も
わ
ず
か
に
あ
っ

た
。輸

入
件
数
は
3
5
7
件

少
な
い
7
9
7
件
。
タ
イ

や
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
香
港

か
ら
の
電
子
部
品
ス
ク
ラ

ッ
プ
や
金
属
含
有
ス
ラ
ッ

ジ
が
大
半
を
占
め
た
。
輸

入
量
が
最
も
多
か
っ
た
15

年
の
3
万
9
0
0
0
㌧
か

ら
は
大
き
く
減
っ
た
が
、

当
時
は
国
内
メ
ー
カ
ー
が

試
験
的
に
電
気
炉
ダ
ス
ト

の
輸
入
を
増
や
し
、
そ
れ

だ
け
で
1
万
2
0
0
0
㌧

以
上
あ
っ
た
。
17
年
は
そ

の
輸
入
が
な
か
っ
た
こ
と

の
差
が
出
た
。

今
年
10
月
に
は
改
正
バ

ー
ゼ
ル
法
が
施
行
さ
れ
、

廃
バ
ッ
テ
リ
ー
な
ど
の
輸

出
は
相
手
先
で
の
環
境
汚

染
防
止
措
置
確
認
の
手
続

き
が
増
え
、
逆
に
電
子
部

品
ス
ク
ラ
ッ
プ
な
ど
の
輸

入
は
手
続
き
が
簡
素
化
さ

れ
る
。
19
年
以
降
は
そ
の

影
響
が
特
定
有
害
廃
棄
物

の
輸
出
入
動
向
に
影
響
す

る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

「
組
合
の
創
設
以
来
、
最

年
少
で
の
理
事
長
就
任
と
な

る
が
、
会
員
各
社
の
皆
さ
ま

の
役
に
立
て
る
よ
う
『
一
意

専
心
』
の
心
構
え
で
職
務
に

臨
み
た
い
」。こ
の
ほ
ど
、
10

代
目
の
理
事
長
に
就
任
し

た
。「

会
員
増
加
や
組
合
の
名

称
変
更
、
後
継
者
問
題
に
対

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
に
取

り
組
ん
で
い
く
。
組
合
の
存

在
感
や
活
動
を
よ
り
充
実
す

る
た
め
会
員
を
増
や
す
こ
と

が
第
一
の
課
題
」。

名
称
変
更
に
つ
い
て
も
、

「
当
組
合
は
『
大
阪
』
と
付

い
て
い
る
が
京
都
組
合
の
解

散
で
他
府
県
か
ら
の
新
規
加

入
が
あ
っ
た
こ
と
や
、
会
員

数
を
維
持
・
拡
大
す
る
た
め

に
も
、『
大
阪
』
で
は
な
く
近

畿
や
関
西
な
ど
広
範
囲
を
網

羅
し
た
も
の
に
変
え
た
方
が

加
入
を
促
し
や

す
く
、
組
合
と

縁
が
な
か
っ
た

業
者
も
入
り
や

す
く
な
る
の
で

は
な
い
か
と
考

え
て
い
る
」。

ア
ン
ケ
ー
ト

は
「
少
子
高
齢

化
で
、
利
益
が

出
て
い
て
も
後
継
者
が
お
ら

ず
廃
業
す
る
ケ
ー
ス
が
あ

る
。
当
組
合
は
総
会
員
数
67

社
（
正
会
員
62
社
、
賛
助
会

員
5
社
）
で
、
そ
の
う
ち
後

継
者
で
つ
く
る
青
年
部
会
員

は
14
人
。
ほ
か
の
会
員
に
、

も
し
後
継
者
が
い
な
い
場

合
、
10
―
20
年
先
の
組
合
は

非
常
に
寂
し
い
も
の
に
な

る
。
組
合
の
将
来
を
見
据
え

る
た
め
に
も
、
後
継
者
の
有

無
な
ど
を
調
査
し
、
今
で
き

る
こ
と
が
何
か
を
会
員
と
共

有
し
て
い
き
た
い
」。

銅
ス
ク
ラ
ッ
プ
業
界
の
現

状
に
つ
い
て
「
相
場
の
乱
高

下
や
中
国
の
輸
入
制
限
・
禁

止
な
ど
、
外
部
環
境
の
変
化

に
対
応
す
る
柔
軟
性
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。
国
内
は
、
伸

銅
・
電
線
メ
ー
カ
ー
の
買
い

気
は
強
い
と
は
言
え
な
い
状

況
が
続
い
て
お
り
、
購
買
品

種
も
高
品
位
の
物
に
集
中
し

て
い
る
。
輸
入
規
制
や
関
連

法
案
に
つ
い
て
の
情
報
交
換

や
セ
ミ
ナ
ー
開
催
な
ど
、
サ

ポ
ー
ト
で
き
る
こ
と
は
積
極

的
に
取
り
組
む
」。

（
石
橋

栄
作
）

▽
橋
本
健
一
郎
（
は
し
も

と
・
け
ん
い
ち
ろ
う
）
氏
＝

1
9
9
0
年
橋
本
ア
ル
ミ
入

社
、
現
取
締
役
。
趣
味
は
、

ジ
ム
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
食
べ

歩
き
。
ダ
イ
エ
ッ
ト
目
的
で

始
め
た
筋
ト
レ
で
細
マ
ッ
チ

ョ
の
世
界
大
会
「
ベ
ス
ト
ボ

デ
ィ
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル
2
0
1
8
ホ
ノ
ル
ル
大

会
」
で
優
勝
す
る
な
ど
ス
ト

イ
ッ
ク
な
一
面
を
持
つ
。
1

9
6
9
年
12
月
25
日
生
ま

れ
、
兵
庫
県
出
身
。

財
務
省
が
30
日
に
発
表

し
た
4
月
の
非
鉄
金
属
輸

入
通
関
実
績
に
よ
る
と
、

ア
ル
ミ
地
金
は
前
年
同
月

比
0
・
8
％
減
の
12
万
3

3
2
0
㌧
と
な
っ
た
。
ア

ル
ミ
圧
延
品
な
ど
の
製
品

需
要
の
伸
び
が
高
止
ま
り

し
た
こ
と
で
、
輸
入
量
は

ほ
ぼ
横
ば
い
だ
っ
た
。
ア

ル
ミ
合
金
地
金
は
4
・
1

％
増
の
10
万
4
9
0
1
㌧

だ
っ
た
。
年
初
か
ら
続
い

た
円
高
ド
ル
安
傾
向
に
よ

り
、
海
外
材
の
割
安
感
が

強
ま
り
、
輸
入
量
が
増
加

し
た
。

銅
ス
ク
ラ
ッ
プ
は
9
・

1
％
増
の
1
万
4
7
9
㌧

だ
っ
た
。
黄
銅
・
青
銅
ス

ク
ラ
ッ
プ
は
9
・
4
％
減

の
2
3
0
2
㌧
、
銅
合
金

ス
ク
ラ
ッ
プ
は
19
％
減
の

4
7
4
7
㌧
と
そ
れ
ぞ
れ

減
少
し
た
。
複
数
の
製
錬

メ
ー
カ
ー
は
、
大
型
炉
修

の
間
に
積
み
上
が
っ
た
在

庫
を
使
用
し
て
い
る
た

め
、
銅
合
金
系
ス
ク
ラ
ッ

プ
の
輸
入
量
は
減
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。
各
製
錬
所

と
も
、
在
庫
は
ま
だ
豊
富

に
あ
る
も
よ
う
で
、
し
ば

ら
く
増
加
に
転
じ
る
こ
と

は
な
さ
そ
う
だ
。

精
製
鉛
は
、
95
％
増
の

3
5
4
7
㌧
と
10
カ
月
連

続
で
3
0
0
0
㌧
を
超
え

る
高
水
準
を
維
持
し
た
。

国
内
の
バ
ッ
テ
リ
ー
メ
ー

カ
ー
か
ら
の
引
き
合
い
が

依
然
堅
調
な
た
め
、
今
後

も
輸
入
量
の
増
加
傾
向
は

続
く
可
能
性
が
あ
る
。

電
気
銅
（
陰
極
銅
お
よ

び
そ
の
断
片
）
は
42
％
減

の
1
7
1
2
㌧
だ
っ
た
。

中
間
材
料
で
あ
る
銅
ア
ノ

ー
ド
（
粗
銅
お
よ
び
電
解

精
製
用
陽
極
銅
）
は
、
12

％
増
の
1
7
5
7
㌧
と
な

っ
た
。

精
製
亜
鉛
99
・
99
％
以

上
は
、
29
％
減
の
1
1
9

5
㌧
。
精
製
亜
鉛
99
・
99

％
未
満
は
、
40
％
増
の
6

8
1
㌧
だ
っ
た
。
錫
地
金

は
20
％
減
の
1
8
8
1

㌧
、
ニ
ッ
ケ
ル
地
金
は
51

％
増
の
4
4
1
3
㌧
と
な

っ
た
。

経
済
産
業
省
が
こ
の
ほ

ど
ま
と
め
た
2
0
1
7
年

度
の
も
の
づ
く
り
白
書
で

は
、
国
内
製
造
業
が
直
面

す
る
課
題
と
し
て
人
手
不

足
を
掲
げ
る
。
白
書
の
中

で
は
、
こ
う
し
た
課
題
を

克
服
す
る
た
め
の
生
産
性

向
上
や
人
材
育
成
に
関
す

る
優
れ
た
取
り
組
み
と
し

て
、
ア
ー
レ
ス
テ
ィ
や
東

京
鋳
造
所
、
ア
ズ
ビ
ル
金

門
青
森
な
ど
金
属
素
材
や

加
工
メ
ー
カ
ー
の
事
例
を

紹
介
し
て
い
る
。

ダ
イ
カ
ス
ト
メ
ー
カ
ー

の
ア
ー
レ
ス
テ
ィ
は
、
鋳

造
デ
ー
タ
記
録
に
品
質
情

報
を
加
え
た
ト
レ
ー
サ
ビ

リ
テ
ィ
ー
シ
ス
テ
ム
を
導

入
し
て
い
る
。
鋳
造
工
程

で
製
品
ご
と
に
レ
ー
ザ
ー

で
個
体
識
別
番
号
を
刻
印

す
る
も
の
で
、
製
品
ご
と

の
鋳
造
条
件
を
確
認
で
き

る
。
こ
う
し
た
シ
ス
テ
ム

は
決
し
て
特
別
で
は
な
い

が
、
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ

の
結
果
と
鋳
造
条
件
を
ひ

も
付
け
て
設
計
や
製
造
に

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
、
不

良
品
の
低
減
に
結
び
付
け

て
い
る
と
評
価
す
る
。

ア
ル
ミ
鋳
物
メ
ー
カ
ー

の
東
京
鋳
造
所
は
、
職
人

の
技
術
が
生
か
せ
る
工
程

は
人
が
行
い
、
そ
れ
以
外

は
ロ
ボ
ッ
ト
に
任
せ
る
と

い
う
仕
分
け
を
進
め
る
。

具
体
的
に
は
、
鋳
造
後
の

切
断
や
バ
リ
取
り
は
ロ
ボ

ッ
ト
で
自
動
化
し
、
こ
れ

に
よ
り
省
人
化
で
き
る
だ

け
で
な
く
冷
却
待
ち
時
間

の
省
略
で
生
産
性
も
向
上

し
た
と
い
う
。

水
道
メ
ー
タ
ー
の
国
内

ト
ッ
プ
メ
ー
カ
ー
グ
ル
ー

プ
で
あ
る
ア
ズ
ビ
ル
金
門

青
森
は
、
国
が
推
進
す
る

生
産
性
向
上
支
援
訓
練
を

活
用
。
若
手
か
ら
中
堅
層

ま
で
品
質
管
理
の
基
本
か

ら
実
践
的
な
問
題
解
決
手

法
を
習
得
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
た
と
い
う
事
例
を
紹

介
し
て
い
る
。

財
務
省
が
30
日
発
表
し

た
貿
易
統
計
速
報
に
よ
る

と
、
廃
バ
ッ
テ
リ
ー
（
使

用
済
み
自
動
車
用
鉛
蓄
電

池
）
の
韓
国
向
け
4
月
輸

出
は
前
月
比
19
・
7
％
増

の
7
7
2
5
㌧
。
ラ
イ
セ

ン
ス
期
限
切
れ
が
迫
る

中
、
残
る
数
量
枠
内
で
の

駆
け
込
み
輸
出
が
増
え
た

と
み
ら
れ
る
。
輸
出
平
均

単
価
は
キ
ロ
8
・
3
円
ダ

ウ
ン
の
1
1
0
・
2
円

と
、
9
カ
月
ぶ
り
安
値
に

続
落
し
た
。

鉛
リ
サ
イ
ク
ル
原
料
の

廃
バ
ッ
テ
リ
ー
は
、
二
次

精
錬
業
が
盛
ん
な
韓
国
筋

の
高
値
買
い
に
よ
っ
て
輸

出
さ
れ
、
ピ
ー
ク
時
に
は

国
内
発
生
の
約
4
割
が
流

出
し
て
い
た
。
し
か
し
、

韓
国
二
次
精
錬
業
界
の
違

法
投
棄
問
題
や
、
日
本
側

の
法
改
正
に
よ
る
輸
出
承

認
の
厳
格
化
に
よ
り
、
昨

年
半
ば
か
ら
輸
出
ラ
イ
セ

ン
ス
の
更
新
が
全
面
ス
ト

ッ
プ
し
て
い
る
。

輸
出
量
は
月
1
万
㌧
前

後
だ
っ
た
昨
年
前
半
か
ら

緩
や
か
な
減
少
を
た
ど

り
、
3
月
は
6
4
5
3
㌧

で
2
年
4
カ
月
ぶ
り
の
低

水
準
だ
っ
た
。
し
か
し
、

4
月
は
再
び
増
加
し
、
過

去
6
カ
月
平
均
（
7
4
7

7
㌧
）
を
上
回
る
レ
ベ
ル

に
達
し
た
。
春
先
か
ら
は

「
輸
出
ラ
イ
セ
ン
ス
枠
を

残
し
て
い
る
業
者
に
売
り

込
み
が
多
く
な
っ
て
い

る
」（
市
場
関
係
者
）
な
ど

と
い
う
声
が
多
く
な
っ
て

お
り
、
先
安
観
も
強
ま
っ

た
こ
と
か
ら
売
り
急
ぎ
が

相
次
い
だ
も
よ
う
だ
。

輸
出
平
均
単
価
は
5
カ

月
連
続
で
値
上
が
り
し
、

昨
年
11
月
か
ら
比
べ
る
と

計
15
・
8
円（
12
・
5
％
）

ダ
ウ
ン
。
指
標
と
さ
れ
る

鉛
理
論
値
の
前
月
平
均
が

下
が
っ
た
こ
と
や
、
手
持

ち
筋
の
投
げ
売
り
が
背
景

と
み
ら
れ
る
。
な
お
、
足

元
の
市
中
相
場
は
す
で
に

80
円
台
後
半
ま
で
落
ち
込

ん
で
お
り
、
5
月
も
大
幅

続
落
が
予
想
さ
れ
る
。

主
な
港
別
の
輸
出
量
と

単
価
は
、
東
京
港
1
9
5

9
㌧
（
1
0
7
・
4
円
）、

門
司
港
1
2
3
0
㌧
（
1

1
1
・
8
円
）、清
水
港
9

8
3
㌧
（
1
0
7
・
7

円
）、石
狩
港
6
4
6
㌧

（
1
1
2
・
5
円
）、大
阪

港
6
1
6
㌧
（
1
1
2
・

8
円
）、秋
田
船
川
港
4
9

1
㌧
（
1
0
8
・
9
円
）、

苫
小
牧
港
3
3
9
㌧
（
1

1
8
・
3
円
）、名
古
屋
港

3
0
1
㌧
（
1
1
4
・
1

円
）。清
水
港
の
積
み
出
し

は
1
年
10
カ
月
ぶ
り
の
多

さ
だ
っ
た
。

非
鉄
金
属
リ
サ
イ
ク
ル

全
国
連
合
会
（
会
長
＝
小

林
秀
之
・
秀
邦
金
属
社
長
）

は
、
30
日
に
3
月
の
非
鉄

金
属
原
料
取
扱
調
査
の
結

果
を
発
表
し
た
。
銅
と
銅

合
金
は
、
月
間
出
荷
量
が

月
間
受
入
量
を
上
回
り
、

発
生
が
少
な
か
っ
た
状
況

を
映
し
出
し
た
。
一
方
、

ア
ル
ミ
と
そ
の
他
の
ス
ク

ラ
ッ
プ
は
月
間
受
入
量
が

上
回
っ
て
お
り
、
発
生
が

あ
っ
た
状
況
を
う
か
が
わ

せ
た
。

プ
ラ
イ
メ
タ
ル
ズ
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
ズ
は
30
日
、
米

サ
ウ
ス
ワ
イ
ヤ
社
か
ら
中

国
の
伸
銅
メ
ー
カ
ー
向
け

の
銅
棒
圧
延
機
を
受
注
し

た
と
発
表
し
た
。
納
入
先

は
江
蘇
中
広
潤
新
素
材

（
Ｚ
Ｇ
Ｒ
）
で
、
2
0
1

9
年
半
ば
の
稼
働
開
始
を

予
定
し
て
い
る
。

Ｚ
Ｇ
Ｒ
は
2
0
1
2
年

に
同
社
の
銅
棒
圧
延
機

「
Ｓ
Ｃ
Ｒ
―
4
5
0
0
」

を
導
入
。
銅
、
銅
合
金
の

棒
や
線
を
製
造
し
て
お

り
、
年
間
生
産
能
力
は
25

万
㌧
あ
る
と
い
う
。
こ
の

ほ
ど
納
入
が
決
ま
っ
た
圧

延
機
「
Ｓ
Ｃ
Ｒ
―
7
0
0

0
」
は
直
径
が
8
、
9
・

5
、
12
・

7
、
16
、
18

㍉
㍍
の
銅
棒

が
製
造
で
き

る
。
8
㍉
棒

な
ら
ば
1
時

間
に
48
㌧
、

年
間
で
約
32

万
㌧
の
生
産

能
力
が
あ
る

と
し
て
い

る
。

フ
ジ
ク
ラ
は
30
日
、「
ラ

イ
ト
ダ
ウ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
2
0
1
8
」
に
、
同
社

グ
ル
ー
プ
と
し
て
今
年
も

参
加
す
る
と
発
表
し
た
。

同
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
実
施

す
る
の
は
、
会
社
が
6
月

21
日
（
夏
至
ラ
イ
ト
ダ
ウ

ン
）
の
午
後
7
時
か
ら
翌

朝
ま
で
。
家
庭
で
は
、
6

月
5
日
（
世
界
環
境
デ
ー

・
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
）
と
21

日
（
夏
至
ラ
イ
ト
ダ
ウ

ン
）、7
月
7
日
（
七
夕
ラ

イ
ト
ダ
ウ
ン
）
の
そ
れ
ぞ

れ
午
後
8
時
―
10
時
ま
で

の
2
時
間
。

光
産
業
技
術
振
興
協
会

は
来
月
15
日
、
2
0
1
8

年
度
第
1
回
の
光
材
料
・

応
用
技
術
研
究
会
に
よ
る

講
演
と
国
際
会
議
報
告

を
、
東
海
大
学
高
輪
キ
ャ

ン
パ
ス
（
東
京
都
港
区
）

で
開
催
す
る
。こ
の
う
ち
、

講
演
で
は
光
通
信
技
術
の

最
新
動
向
や
、
5
Ｇ
無
線

技
術
な
ど
に
関
す
る
紹
介

が
行
わ
れ
る
予
定
だ
。

港別のLME非鉄金属在庫
（18年5月25日現在、単位トン）
▽銅 294,750
デュバイ 0
アントワープ 2,250
ハンブルク 0
バルセロナ 0
ビルバオ 25
ハル 3,150
リバプール 16,600
レグホーン 0
トリエステ 0
仁川 50
光陽 1,275
釜山 10,650
ジョホール 625
クラン 18,750
ロッテルダム 78,475
ブリッシンゲン 75
ヘルシングボリ 0
シンガポール 52,025
ボルティモア 0
シカゴ 100
モービル 25
ニューオーリンズ 73,300
セントルイス 0
高雄 37,375
米パナマ 0
ムールデイク 0

▽アルミHG 1,219,250
アントワープ 8,125
ブレーメン 0
ハンブルク 21,000
バルセロナ 0

ビルバオ 21,175
ハル 25
リバプール 0
タイン＆ウェア 0
ジェノア 0
レグホーン 0
トリエステ 20,975
名古屋 0
横浜 0
釜山 48,275
光陽 31,775
仁川 1,800
ジョホール 32,575
クラン 314,725
ロッテルダム 420,100
ブリッシンゲン 72,200
ヘルシングボリ 0
シンガポール 142,375
ボルティモア 6,675
シカゴ 0
デトロイト 53,600
ロングビーチ 0
ロサンゼルス 0
モービル 0
ニューオーリンズ 450
セントルイス 0
米トレド 0
オーエンズボロ 10,250
高雄 7,875
ムールデイク 5,275

▽ニッケル 294,804
デュバイ 12,906
アントワープ 312
ブレーメン 0
ハンブルク 0
バルセロナ 0

ビルバオ 0
ハル 0
リバプール 300
タイン＆ウェア 0
ジェノア 0
レグホーン 0
トリエステ 0
釜山 1,446
光陽 1,596
仁川 0
ジョホール 123,816
クラン 366
ロッテルダム 50,952
ブリッシンゲン 0
ムールデイク 2,910
ヘルシングボリ 0
シンガポール 52,860
ボルティモア 3,030
シカゴ 0
デトロイト 0
ロサンゼルス 0
モービル 0
ニューオーリンズ 0
セントルイス 0
米トレド 0
高雄 44,310

▽鉛 134,050
デュバイ 0
アントワープ 31,250
ブレーメン 0
ハンブルク 50
バルセロナ 2,300
ビルバオ 3,875
ハル 0
リバプール 0
タイン＆ウェア 0

ジェノア 0
レグホーン 5,550
トリエステ 300
釜山 17,225
仁川 0
高雄 6,825
ジョホール 0
クラン 18,075
ムールデイク 1,675
ロッテルダム 27,400
ブリッシンゲン 19,525
ヘルシングボリ 0
シンガポール 0
ボルティモア 0
シカゴ 0
デトロイト 0
ロングビーチ 0
ロサンゼルス 0
モービル 0
ニューオーリンズ 0
セントルイス 0
米トレド 0

▽亜鉛 228,975
デュバイ 0
アントワープ 60,050
ハンブルク 0
ブレーメン 0
バルセロナ 0
ビルバオ 600
ハル 0
リバプール 0
タイン＆ウェア 0
ジェノア 0
レグホーン 0
トリエステ 0
ジョホール 775

クラン 0
ロッテルダム 0
ブリッシンゲン 0
ヘルシングボリ 0
シンガポール 0
高雄 100
ボルティモア 0
シカゴ 0
デトロイト 0
ロングビーチ 0
ロサンゼルス 0
モービル 0
ニューオーリンズ 167,450
セントルイス 0
米トレド 0

▽錫 2,450
アントワープ 0
ハンブルク 0
バルセロナ 0
ビルバオ 0
ハル 0
リバプール 0
タイン＆ウェア 0
ジェノア 0
トリエステ 0
釜山 25
光陽 0
ジョホール 10
ポートクラン 2,235
ロッテルダム 0
ブリッシンゲン 0
シンガポール 180
ボルティモア 0
ロサンゼルス 0
モービル 0
ニューオーリンズ 0

高雄 0

▽アルミ合金 12,220
アントワープ 3,820
ブレーメン 0
ハンブルク 0
バルセロナ 0
ビルバオ 0
ハル 0
リバプール 0
タイン＆ウェア 0
ジェノア 0
レグホーン 0
トリエステ 320
釜山 40
光陽 40
仁川 0
ジョホール 80
クラン 60
ロッテルダム 580
ブリッシンゲン 20
シンガポール 7,260
高雄 0

▽北米特殊アルミ合金 168,600
ボルティモア 6,140
シカゴ 48,500
デトロイト 45,860
ロングビーチ 0
ロサンゼルス 540
モービル 3,200
ニューオーリンズ 62,100
オーエンスボロ 1,480
セントルイス 680
米トレド 100

（ＣＩＦ日本、純分99％、
キロ当たりドル）

5月30日 4月平均

酸化ランタン 2.90 2.90
酸化セリウム 2.80 2.80
酸化プラセオジム 72.00 72.00
酸化ネオジム 60.00 60.00
酸化サマリウム 2.80 2.80
酸化ユウロピウム 62.00 62.00
酸化テルビウム 520.00 520.00
酸化ジスプロシウム 195.00 195.00
酸化イットリウム 3.90 3.90
金属ネオジム 75.00 75.00
金属ジスプロシウム 280.00 280.00
金属プラセオジム・ 75.00 75.00
ネオジム

18年4月の非鉄金属輸入通関実績
（単位=数量 :トン、単価 :キロ当たり円、カッコ内は前年同月）

数量 平均単価
▽粗銅および電解精製用陽極銅 1,757( 1,568) 756.4（ 673.8)
▽陰極銅およびその断片 1,712( 2,951) 731.2( 654.5)
▽ビレット ― ( ―) ― ( ―)
▽その他の精製銅（精錬用） ― ( ―) ― ( ―)
▽その他の精製銅(その他のもの) 20( 4) 700.2( 1,840.3)
▽黄銅 47( 22) 584.7( 595.6)
▽青銅 20( ―) 720.0( ―)
▽白銅および洋白 ― ( ―) ― ( ―)
▽その他の銅合金 196( 108) 2,785.9( 3,318.5)
▽銅スクラップ 10,479( 9,602) 640.3( 593.2)
▽黄銅・青銅スクラップ 2,302( 2,540) 594.0( 532.0)
▽銅合金スクラップ 4,747( 5,847) 636.0( 577.2)
▽精製鉛 3,547( 1,817) 282.8( 270.0)
▽精製亜鉛99.99％以上 1,195( 1,682) 372.4( 318.2)
▽精製亜鉛99.99％未満 681( 486) 354.0( 309.6)
▽錫地金 1,881( 2,364) 2,319.4( 2,244.4)
▽錫合金 0( 2) 19,285.7( 4,382.5)
▽ニッケル地金 4,413( 2,921) 1,384.7( 1,231.1)
▽アルミ地金 123,320( 124,258) 242.0( 220.0)
▽アルミ合金地金 104,901( 100,810) 229.5( 212.7)
▽アルミスクラップ 594( 613) 262.5( 208.9)
▽アルミ合金スクラップ 3,842( 3,672) 194.4( 192.1)

18年4月の非鉄金属輸出通関実績
（数量 :トン、キロ当たり円、カッコ内前年同月）

数 量 平均単価
▽粗銅および電解精製用陽極銅 ―（ 4） ―（ 900.2）
▽陰極銅およびその断片 44,497（ 37,795） 714.2（ 633.8）
▽ビレット 1,080（ 1,227） 769.2（ 686.3）
▽その他の精製銅 2,665（ 2,874） 751.5（ 664.6）
▽黄銅地金 121（ 217） 703.6（ 656.3）
▽青銅地金 705（ 538）3,112.0（ 633.3）
▽その他の銅合金 447（ 453） 776.6（ 674.6）
（マスターアロイを除く）
▽銅スクラップ 18,093（ 24,517） 337.7（ 260.3）
▽銅のマスターアロイ 35（ 71） 758.2（ 754.0）
▽銅粉（薄片状のものを除く） 331（ 387）1,634.5（ 1,689.8）
▽銅の粉（薄片状のものに限る 26（ 34）1,551.0（ 1,581.8）

およびフレーク）
▽鉛地金 ―（ 4） ―（ 313.9）
▽鉛スクラップ 163（ 110） 225.4（ 217.1）
▽亜鉛地金99.99％以上 3,103（ 3,340） 350.1（ 313.1）
▽ 〃 99.99％未満 2,423（ 1,234） 363.1（ 320.1）
▽錫地金 57（ 41）3,503.5（ 3,580.5）
▽アルミ地金 53（ 63） 786.4（ 731.4）
▽アルミ合金地金 1,341（ 3,036） 385.7（ 282.8）
▽アルミ缶スクラップ 6,692（ 5,544） 157.7（ 147.4）
▽その他アルミスクラップ 7,755（ 8,072） 166.9（ 124.4）

3月の非鉄金属原料取扱量
（単位：トン）

品種 月初在庫 月間受入 月間出荷 月末在庫
銅 8,607 11,224 11,248 8,753
銅合金 6,620 5,514 6,550 6,894
アルミ 2,357 7,548 7,445 2,455
その他 6,879 11,295 11,138 6,578

納入が決まった「SCR―7000」

日刊産業新聞18.5.31

会
員
増
へ
名
称
変
更
も

橋本健一郎氏橋本健一郎氏
大阪非鉄金属商工協同組合


